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「Ｒ４日光砂防管内施設整備（日光地区他）工事」において、

「日光砂防現場技術力認定評価対象工事」、「地域外からの労働者確保に要す

る間接費の設計変更」、「難工事指定」、「施工箇所が点在する工事の積算」

を採用します。

にっこうさぼうかんない しせつせいび にっこうちくほか

今回発注する「Ｒ４日光砂防管内施設整備（日光地区他）工事」（令和４年９月１２日公告）

では、より多くの企業に参加していただきたく、以下の取り組みを試行・採用しておりますの

で、ご紹介します。

○日光砂防現場技術力認定評価対象工事
過去に受注した「日光砂防現場技術力認定」の試行工事において認定を受けている場合、本発注工事

の総合評価の評価項目において加点対象とする「日光砂防現場技術力認定評価対象工事（試行）」を採
用します。

○地域外からの労働者確保に要する間接費の設計変更
「共通仮設費（率分）のうち営繕費」及び「現場管理費のうち労務管理費」の下記に示す費用に

ついて、妥当性を確認のうえ設計変更の対象とします。

営 繕 費：労働者送迎費、宿泊費、借上費

労務管理費：募集及び解散に要する費用、賃金以外の食事・通勤等に要する費用

○難工事指定
本工事は、施工箇所が点在し労務手配や施工時期の調整等工程管理が必要なため、「難工事指

定」を採用します。「難工事指定」された工事は、完成時に７０点以上の工事成績評定を通知さ
れた場合、今後発注される「難工事施工実績評価対象工事（試行）」の総合評価の評価項目にお
いて加点対象となります。加点対象となる期間は、審査基準日の月以前の１年間に元請けとして
完成・引き渡しが完了した施工実績が加点対象となります。
また、主任（監理）技術者または現場代理人として従事した経験について、審査基準日の月以

前の4年間を評価対象となります。

○施工箇所が点在する工事の積算
施工箇所が点在することから、資機材を運搬する費用や交通規制等がそれぞれの箇所で発生す

るなど、積算額と実際にかかる費用に乖離が考えられることから、工事箇所毎に共通仮設費、現
場管理費の算出を行う「施工箇所が点在する工事の積算」を採用します。
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《工事概要》
（１）工 事 名 ：Ｒ４日光砂防管内施設整備（日光地区他）工事
（２）工事場所：日光砂防事務所管内
（３）全体工期：令和４年１１月１１日から令和５年３月３１日まで
（４）入札方式：一般競争入札方式

総合評価落札方式「施工能力評価型Ⅱ型」「地域密着工事型」
（５）工事種別：維持修繕工事
（６）工事内容（概要）：
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【日光地区】

除石 約３，０００ｍ３

雑工 １式

【野州原地区】

不陸整正工 約４，０００ｍ２

【瀬川地区】

転落防止柵 約 １５０ｍ

《スケジュール》
入札公告、入札説明書交付 ： 令和４年 ９月１２日（月）
競争参加資格確認申請書提出期限 ： 令和４年 ９月２０日（火）
入札書・工事費内訳書提出期 ： 令和４年１０月１７日（月）
開札 : 令和４年１０月２０日（木）

■位置図

凡　　例

今回施工箇所

【久次良町地区】

掘削 約２８０ｍ３

【御堂山地区】

アスファルト舗装工 約２，８００ｍ２

舗装版破砕 約２，８００ｍ２

【稲荷町地区】

転落防止柵 約 ２００ｍ


